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2020年1月1日から2024年2月29日までの間に大細胞型B細胞リンパ腫の

CAR-T療法を受けられた方およびそのご家族の方へ

－「中枢神経系に病変を伴う大細胞型B細胞リンパ腫に対するキメラ抗原受容体T細胞療

法の治療成績に関する研究」へご協力のお願い－

研究機関名

研究機関長

岡山大学病院

前田嘉信

教授 前田嘉信研究責任者 岡山大学病院血液・腫瘍内科

1）研究の背景および目的

再発・難治性の大細胞型B細胞リンパ腫(LBCL)に対してキメラ抗原受容体T細胞(CAR-T)療法が開発さ

れ、治療成績は大幅に向上した。しかし中枢神経(CNS)病変を伴う場合、重篤なImmune effectorCell-

AssociatedNeurotoxicitySyndrome(ICANS:免疫エフェクター細胞関連神経毒性症候群)をきたすリスク

があるため、 Tisagenlecleucel(tisa-cel)やAxicabtageneCiloleucel(axi-cel)の臨床試験では活動性の

CNS病変を有する症例は除外対象でした。しかしtisa-celやaxi-celが実臨床で使用されるようになる

と、長期の有効性はCNS病変を有さない症例と比較して劣るものの、比較的安全にCAR-T療法を行うこと

ができるという報告が散見されるようになっております｡そこで今回当院におけるCAR-T療法を行ったCNS

病変を有する症例を検討することで、その有効性や安全性を明らかにします。

2）研究対象者

2020年1月から2024年2月29日の間に岡山大学病院血液・腫瘍内科及び共同研究機関において大細胞

型B細胞リンパ腫の治療を受けられた方10名を研究対象とします。

3）研究期間

研究機関の長の許可日～2025年12月31日

情報の利用開始予定日：研究機関の長の許可日から1週間後

4）研究方法

当院及び共同研究機関において多発性骨髄腫の治療を受けられた方で、研究者が診療情報をもとに血液

検査や画像検査、病理検査の結果を選び、大細胞型B細胞性リンパ腫とCAR-T細胞の投与に伴う合併症の出

現する仕組みについて調べます。

5）使用する情報

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名、生年

月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報などが漏洩しないよう

プライバシーの保護には細心の注意を払います。

年齢、性別、診断名、既往歴、血液検査や画像の検査データ、病理検査、身長、体重、体温、経皮的酸素飽




